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ヘッドライン　芳香環が織りなす化学 
反応・構造の基礎から機能性 π 共役分子の開発まで
　芳香族の反応と構造の基礎を解説する。また，「芳香族の化学」の最新研究として，芳香
環の修飾反応や産業界，大学での π 共役系材料の開発動向について紹介する。
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金属の腐食のしくみ　　多田英司，西方　篤
電気化学のしくみ　　渡辺　正
有機化学の反応のしくみ　　高尾賢一，只野金一
ペーパークロマトグラフィー　―展開溶媒によって異なる分離の機構―　　中村朝夫

次号ヘッドライン 正しく理解しておきたい化学のしくみ

　龍谷大学は，1639 年に西本願寺境内に設けられた教育施設「学寮」を起源とす
る人文・社会・自然科学領域の 9学部 9研究科 1短期大学を擁する，約 2万人の学
生が学ぶ総合大学です。龍谷大学発祥の地である大宮キャンパスは，文学部，文学
研究科，実践真宗学研究科を擁しており，国の重要文化財に指定される本館など
が，今も凛とした佇まいを見せています。また，図書館には，教育・研究のための
貴重な史料が数多く保存されています。

表紙の言葉　龍谷大学 大宮キャンパス


